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平 和 と 紛 争 予 防 / 紛 争 解 決 月 間 

 

 

［点鐘］［四つのテスト唱和］福山会員 

［幹事ゲスト紹介］(株)JTB 九州鹿児島支店 篠崎和敏様 

 

【会長挨拶】 

古山さん、今日はお誕生日お

めでとうございます。また、JTB

新店長の篠崎さん、今日はよう

こそいらっしゃいました。正式

の入会をお待ちしております。 

ところで、今月は、平和と紛

争予防／紛争解決月間です。 

そこで、今日は国際奉仕につ

いてお話します。 

昨年の秋、妻とアフリカのモ

ロッコで開かれた国際会議に出席して参りました。当社が

加盟している世界 LP ガス連盟の年１回の総会で、私が

2013 年のロンドン大会で講演をしたのも、この国際会議

です。 

 私が初めて所謂外人を見たのは、子供の頃の修学旅行か何

かで、ブロンドの人を見つけた時、ご多分に漏れず、「ガ

イジン！ガイジン！」と叫んでいました。＼(◎o◎)／ 高

校は、カトリック系で、日常的にカナダ人のブラザー達と

接触していたため、この「ガイジン！ガイジン！」みたい

な動物園的発想は消えました。 

 事実上の私と海外の関わりは、東京の前職である資源エネ

ルギー会社時代に、英文契約の作成や交渉をしたのが最初

です。この頃は、業務命令で、米国の法律で高名な上智大

学の教授の講義を受けるために、週 2 回仕事を抜けて大学

に通い、単位も 2 科目とりました。従って、ビジネス上の

契約の相手当事者、それは、売買であったり、ライセンス

であったり、ジョイントベンチャーであったり、様々でし

たが、その相手当事者と交渉をし、英文契約を妥結すると

いうことが日常でした。 

 その時に学んだことが幾つかあります。 

1．契約は、自分のことだけを考えても成立しない。 

  常に相手とのバランスを考えて、相互の繁栄が大事。 

2．海外であるが故に、リスクマネジメントはより重要。 

戦争や政府転覆などの不可抗力は付き物。 

私は、ロータリーの国際奉仕も、特に 1 つ目の考え方が

大事と思います。つまり、奉仕する側は、常に奉仕される

側の事情を考慮すべきということです。 

 奉仕と言うのは、民法で言うと、いわば贈与みたいな位置

付けになると思いますが、これとて、相手の事情を無視し

て、ただ一方的に何かを贈りまくるというのは、むしろ人

権無視だと思います。 

  国際奉仕活動をするにあたって、常に相手側の事情を考

慮すべきというのが、若手社員時代の英文契約の経験から

の私の底辺の考えです。 

  よもや、「ガイジン！ガイジン！」と興味本位に捉えて

いては、かえって不快感だけを与えるだけでしょう。 

  ご清聴ありがとうございました。 

 

【会務報告】 

①3/6 の指宿 RC との合同例会への出欠のお返事をお願

いします。  

 

【スマイル報告】 

○上薗真歩君 オリンピック 日本 バンザーイ！ 

ところで、世界ＬＰガス連盟が昨年宣誓したＬＰガス憲

章を翻訳し、日本のエネルギー業界で公表しましたので、

お手元の資料をご高覧ください。なお、この資料はオリ

ジナルの要約ですので、全てをご覧になりたい方は、お

申し付けください。 

○武井美智子君 先週水曜日は、社会奉仕委員会主催の飲

ん語い学校へご参加頂きありがとうございました。社会

奉仕委員会活動に多くのご意見などを頂きましたので、

今後の活動に活かしていきたいと思っています。 

○今村正人君 2 月 23 日はロータリー創立記念日です。

ロータリークラブの初めての会合が開かれた 1905 年 2

月 23 日に集った 4 人の男たちの写真が「ロータリーの

友」今月号横組み 5ページに掲載されています。改めて、

この日、この時に思いを馳せることでした。是非、ペー

ジをめくってみてください。 

○古山順一君 先週は誕生祝をどうもありがとうござ

いました。おかげさまで本日 61 歳になりました。RC の

ためがんばりますので今後ともよろしくお願いします。             

        小計 5,000 円  累計 198,814 円 
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